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Ａ.研究目的 
我々はこれまで本領域を看護師に啓発する目的
で、看護師スキルアップセミナーを実施してき
た。本研究班ではJSFPと連携し、看護師向けの教
育セミナーを主催し継続することによって、最
終的には看護師ががん患者に対するがん・生殖
医療に関する支援を行う際の情報提供の手法を
構築し、テキストの作成を行い、学会による認定
制度を確立する。 
一方、看護師の教育によって、患者や家族それぞ
れの背景に応じた適切な自己決定プロセスへの
支援策を明確にすることが可能となる。例えば、
がん・生殖医療看護師によるサポートにより、患
者ががん治療によって不妊症を発症する可能性
を認識することが容易となり、遅滞なく妊孕性
温存療法を受ける、もしくは妊孕性温存を選択
しない自己決定をするなどの意思決定が援助さ
れる。 
 
 
Ｂ.研究方法 
がん・生殖医療に関するがんと生殖の各専門性を
有する看護師の意識調査を行う。本領域のガイド
ライン刊行から数年経過した現状における、看護
師の立場でのニーズや課題を抽出し、刊行前の状
況と比較検討することで、教育セミナーの構築に
生かす。また、JSFPがこれまで3回実施した看護
師スキルアップセミナーの内容を検証し、参加者
に対して施行したアンケート調査を分析する。 
 
 
Ｃ.研究結果 
がん・生殖医療看護師OFNN養成のためのe-learn
ing教材の作成を行った。がん・生殖医療に関す
る総論に加えて、がん種別各論８分野（女性生殖
器・乳腺・泌尿器・造血器・小児・骨軟部・脳・
消化器）、及びがん・生殖医療意思決定支援ロー
ルプレイ（がん医療編・生殖医療編）について教
材を作成した。看護職を対象とした本e-learnin
g教材を用いた教育介入を行い、前後でのがん・
生殖医療に関する知識・態度・実践の変化につい
て評価し、教育の有効性について検証した。 
 
 
Ｄ.考察 

e-learning の作成が予定通り進んでいる。この e-

learning と、また併せて作成中のロールプレイ教

材が看護師養成の強力なツールとなるだろう。 
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